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液停車の原子或 いはイオンの運動を訴静する段階では液体が金屑か非金属か
-

はさほ ど重要な区別にはなら庵 い｡伝導電子系に▲よるScre'eni五gの効果はイ
ーJIl

オシ間相互作用を他の非金属液体の原子間相互捧用に類似な太質的紅塵距静カ

vL～してしま うo Johnson-軌ユtc五intson,-Marchのlbn.g一冊 nged_晶 8iユtla:一
七ionの緒論はむ しろ計算過穣中の誤差の蓄積に.よるものと推測され七し,1'る｡

イオンの遅潮を考える場合には電子は各瞬間毎のイオンの配位に基い養平衡分

布に TeleⅩするものと仮定され,従 -てイオン間東 互作用は常Ivt･.Sreenea

ejjectiveintera･ctionとして考慮することが許されようO 電子の cjcr-

manのPseu且O-neutrala一七〇m■mod.el-ヶこ到遷する.

さて液体のダイナミックスに∴関する実験的知識は主に中性子非弾性散乱断面

積の解析から得 られる.欠けている長波長極限の知見は光の散乱凄七 は超音波

実験から得られるがそれ琴は巨視的なパラメクーを含むhydrod_yna･mic81i

equa.I+ui()ln.Ofmotion で十分正 しく記述されることが知られている. しか

し平均イオン間隔と同程度のスケー /レの運動を記述するための必要な運動方程

式としては十分実用的なものは知られていなし｢｡ 我々は以下ケこ定義する速度自

己相関函数が一方実験もしくは数値宍験 (simuやtion)から詳しく知られ.

他方理論的旺盛々の輸送現象の議論において重要なことから,特恵ぬ落体のモ

デJtt馴 苦依らずにその時問的変化を露翰することを試みたO

速度自己相関函数を次の如 く定義 しょう｡

--･･･コ■ --J■
¢(i)̀- <V(i)･V(o)> /くV2> ｡

ここに平均は系の熱平衡状態に捗 ってとるO ¢(i)の時間変化は次の細 くmeno-

ryfunctionI'(i)を用いて表わされるO
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鼻¢(り + ′′''lF't-り ¢(i,'dl′- 0ノわ

simula･tion の結果K=･よれば, V(i)は極めて短い時間 (10-15-10-12sec)

に急速に減衰する部分と,比較的長時間をこ捗 って持続する2一つの部分よりなる
_'こ

ように.見えるo 我々の目的はイオン間 (原子間 )相互作用 Ⅴ(Ⅹ-xJ,),及

び粒子対分布函数 g(冒), g(3と言, ㌻′ )を含む形でVa｡H.veの時空相関

函数 G(冒, 七 ) (Gs(=･七),Ga戊 t)) の時間変化を記述する方程式を

求め, め(i)の時間変化の式を導 き..r(i)の特徴を畜論することにある,

結果 としてば･自己拡軌 Gs (言･七),の運動には他の粒 子の Path に

exclu,siveな効果を正 しくと り入れることが蚕要に反映 し, P(i)の時間の短

い部分での急速な減衰及び負の値をとることは半定量的に Simulationの結

果と比較 して説明できたo Lかし他方長時間の挙動を正 しく与えるか どうかは

現在の¢(i)の式の形では結論が下 せない｡

最後に,より具棒的な模型として,イオンをhard_cc/reの部分 と long-

r8ngedColL.1〇mtラ･じai1号′持つ イオンプラズマとして扱い,例 えば cuγTent

の相関を議論する試みが行われ1つあることを附冨しょうO
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